




問４ 純水の表面にステアリン酸 (�� ��������)を滴下すると, ステアリン酸分子
は水面に立った状態で規則的に配列する｡

右のステアリン酸の分子モデルを参考にし

て, ステアリン酸分子の配列のようすを表

している図として最も適当なものを, 次の

①～⑧のうちから一つ選べ｡ ４
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問５ 図１のように化合物 Aを原料にして, 局所麻酔薬として用いられる��アミノ
安息香酸エチル(化合物 D)を合成した｡ ア ～ ウ に当てはまる実験操作�～�の組合せとして最も適当なものを, 下の①～⑧のうちから一つ選べ｡
５

[実験操作]� 触媒を用いて二酸化炭素と反応させる｡� 過マンガン酸カリウム水溶液と加熱する｡� スズと濃塩酸を反応させたのち, 水酸化ナトリウム水溶液を加える｡� 濃硝酸と加熱後, アルカリ性とする｡� 無水酢酸と反応させる｡� エタノールと少量の濃硫酸を加えて加熱後, 中和する｡
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問６ アニリン, 安息香酸, ニトロベンゼンを溶かしたジエチルエーテル溶液を分液

漏斗に移し, これに炭酸水素ナトリウム水溶液を加えて振り混ぜたのち静置する

と図２のように２層に分離した｡ これに関する記述として最も適当なものを, 下

の①～⑤のうちから一つ選べ｡ ６

① 上層には安息香酸ナトリウムが溶け, 下層にはアニリンとニトロベンゼンが

溶けている｡

② 上層には安息香酸ナトリウムとアニリンが溶け, 下層にはニトロベンゼンが

溶けている｡

③ 上層にはアニリンが溶け, 下層には安息香酸ナトリウムとニトロベンゼンが

溶けている｡

④ 上層にはアニリンとニトロベンゼンが溶け, 下層には安息香酸ナトリウムが

溶けている｡

⑤ 上層にはニトロベンゼンが溶け, 下層にはアニリンと安息香酸ナトリウムが

溶けている｡
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図 ２

分液漏斗

上層

下層




